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～互いの人権を尊重し、支え合いながら人にやさしいまちの実現をめざして～
【人格と個性が尊重される共生社会を実現するために】

　８月24日から９月５日
の13日間にわたり熱戦が
繰り広げられた東京パラリ
ン ピ ッ ク。22競 技539種
目でメダルを目指し躍動す
る選手の姿は、見ている私
たちに大きな感動を与え、
同時に、選手の皆さんから
元気と勇気をもらいました。
　競技を終え選手の皆さん
が口にする言葉は、周囲への感謝の気持ち。これまでの様々な経験や
思いを振り返りながら、支えてくれた人たち、そして私たちに向けて
発する言葉に、「今あるものに感謝して生きていくことの大切さ」を
教えてくれました。

　障がいに対する理解が足りないことや、就職・職場で不利な扱いや
嫌がらせ・いじめを受けるなど、障がい者の人権問題は解決しなけれ
ばならない重要課題です。障がい者が自立して生活しやすい環境にす
ることはもちろんのこと、障がいについての正しい理解と何よりも日
常的な触れ合いを通した相互理解が大切です。
　「自分で取ったというより、支えてくれた皆さんからのメダルをい
ただいたという気持ちでいっぱい。自分が障がいを負った意味は、こ
の瞬間にあったのかな。」
　競泳男子400ｍ自由形Ｓ11で銀メダルを決めた後の富田宇宙選手

（熊本市出身）の言葉です。この言葉に、「障がいのある人もない人も、
一人ひとりの人格と個性が尊重される共生社会」が映し出されている
のではないでしょうか。

問	高森町教育委員会　地域人権教育指導員　☎６２−０２２７

問	社会福祉法人慈愛園		慈愛園乳児ホーム養育家庭支援センターきらきら	
〒869-0954　熊本県熊本市中央区神水1丁目14-1	
☎０９６−３８３−８１００　mail：kirakira@jiaien.or.jp

地域に子どもの笑顔と明るい声を増やしましょう！！

【里親制度をご存じでしょうか？】
　里親制度とは、保護者の病気や虐待など様々な理由により家族と生活
できない子どもを家庭で預かり温かな愛情と正しい理解を持って養育す
る制度です。里親というと、特別養子縁組を思い浮かべられる方も多い
かと思いますが、里親には特別養子縁組里親、養育里親、親族里親とさ
まざまな形があります。その中で、現在、求めているのは【養育里親】です。

【養育里親とは？】
　養育里親とは、ある一定の期間子どもを養育していただく里親のこと
です。期間については、短期間、長期間または週末だけといった、里親
家庭の事情に合わせ活躍していただけます。

　全ての子どもを幸せに育むための取り組みの一つと
して、熊本県では、フォスタリング機関を設置してい
ます。フォスタリング機関は、里親委託を推進するた
め、里親希望者と里親家庭を支える機関です。里親制
度についてのお問い合わせは、養育家庭支援センター
きらきらまでお気軽にお問い合わせください。

～ 10月は里親月間です ～

　

全国大会等出場選手　高森町関係者
　コロナ禍で、厳しい地区予選を勝ち抜き、見事全国大会に出場さ
れた高森町関係者をお知らせします。
　また、高森町スポーツ協会、大塚史崇会長より、全国大会出場選
手２名に ｢特別助成金※｣ の贈呈を行いました。
※特別助成金：高森町スポーツ協会（旧体育協会）が、これまでに

チャリティーイベントを開催し、そこで得た基金を、全国大会等
に出場する町民の子どもたち等に助成しています。　

【野球】
●ＪＡ共済杯第55回全日本リトルリーグ野球選手権大会
　（７月23日／長野県上田市）
　飯塚　太陽（昭和・高森中１年・熊本大津リトルリーグ所属）
●第52回日本少年野球選手権大会
　（８月３日／大阪府富田林市）
　岩下　将大（色見・蘇陽中3年・熊本中央ボーイズ所属）

【剣道】
●令和３年度全国高等学校総合体育大会北信越総体
　（８月９日〜12日／石川県金沢市）
　藤堂　文太（高森中出身／三重高校３年（三重県代表）個人･団体）
　酒井　武志（高森中出身／高知高校２年（高知県代表）団体）
　喜多村侑生（高森中出身／米子松陰高校２年（鳥取県代表）団体）
　酒井　大翔（高森中出身／水戸葵陵高校1年（茨城県代表）団体）

問 高ＳＰＯ事務局　☎62－2991　Fax62－0987

高SPOだより
※スマホ、携帯からでも閲覧可能です。
　ＷＥBページもぜひご覧ください！ http://www.takaspo.jp/

左：飯塚太陽さん
右：岩下将大さん

藤堂文太さん 酒井武志さん 喜多村侑生さん 酒井大翔さん

　高森総合センター前の特設
会場で５月から新型コロナワ
クチンの集団接種を実施して
おりましたが、９月７日をも
って終了しました。接種をさ
れた皆様にはスムーズな会場
運営にご協力いただき誠にあ
りがとうございました。今後
も接種に関するお問い合わせ
は、高森町新型コロナワクチ
ン接種コールセンター（☎６３
－０３１２）で受け付けます。

新型コロナワクチン
集団接種会場を閉場しました

関係者に感謝を述べる草村町長
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